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震
災
研
究
で
連
携
協
定

F
F駄
3
年
後
に
も
成
果
報
告

東
北
大
と
日
本
I
B
M
は一
協
定
書
に
サ
イ
ン
し
た。

一
ア
ッ
プ
と
安
全
性
の
向
上
i

m
日、
巨
大
地
震
や
津
波
の一

東
北
大
と
日
本
I
B
M
は一
な
ど
に
取
り
組
む。
研
究
成

リ
ス
ク
評
価
や
減
災
技
術
の一

震災後、
仙
台
市
の
津
波
浸一
果
は
公
開
す
る
予
定
で、
早

開
発
な
ど
に
つ
い
て、
連
携一
水
域
予
測
や、
大
学
の
震
災一
け
れ
ば
3
年
後
に
最
初
の
報

し
て
研
究
を
進
め
る
協
定
を一
デ
!
タ
集
な
ど
で
共
同
研
究一
告
が
ま
と
ま
る
見
通
し。

結
ん
だ。
仙
台
市
青
葉
区
の一
を
し
て
き
た。
協
定
を
契
機一

調
印
後、
井
上
総
長
は「
東

東
北
大
片
平
キ
ャ
ン
パ
ス
で一
に
①
被
害
を
最
小
に
抑
え
る一
北
大
の
研
究
に
弾
み
が
つ

調
印
式
が
あ
り、
井
上
明
久一
た
め
の
対
策
②
発
生
頻
度
が一
く。
当
面
は
災害
科
学
に
カ

東
北
大
総
長
と
橋
本
孝
之
日一
低
い
災害
の
分
析
③
被
災
時一
を
入
れ
る
が、
他
の
分
野
の

本
I
B
M
社
長
が
そ
れ
ぞ
れ一
に
お
け
る
デ
!
タ
の
バ
ッ
ク一
研
究
も
連
携
し
て
い
く」
と

一
話
し
た。
橋
本
社
長
は
「
復

紘
一旧か
星
雲向か
Zi

研
一
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と

ぽ
一
思
っ
て
い
る。
知
見
を
使
い、

郊
一社会
に
貢
献
し
た
い」
と
述

に
一ペた

い
長一

互
総一

、
上
一

し
井一
印と一

調
〉一
に左7

書
(

定a
長

協
社
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東
北
大
と
I
B
M

連
携
協
定
を
締
結

滅災など共同研究

東北大と日本IBMがm

日、
将来
の
巨大地
震や
津波

に
対
す
る
減
災
の
研
究
な
ど
が}

共
同
で
進め
る
た
め、
連携協

定
を
締
結
し
た。

東
北
大
で
調

印
式
が
あ
り、

同
社
の
橋
本
孝

之
社
長
は
「
研
究
開
発、

人
材

育
成
を
進
め
る
こ
と
で
社
会
に

貢
献
し
た
い」

と
述
べ
た。

東北
大な
ど
による
と
、

被

災
地
を
襲
っ
た
津
波
の
再
現
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
な
ど

震
災
の
発
生
直
後
か
ら
共
同
研

究
を
進
め
て
い
た。

今
後
は
同

社
か
ら
研
究
員
を
派
遣
す
る
な

ど
し
て
、

将
来
の
巨
大
災
害
に

備えた防災@減災の研究や

予
測
技
術
の
開
発
で
、

よ
り
連

携
を
強
め
て
い
く
と
い
う。

同
大
災
害
制
御
研
究
セ
ン
タ

ー
長
の
今
村
文
彦
教
授
は
「
ま

ず
は、

住
民
が
迅
速
に
逃
げ
る

に
は
ど
ん
な
ル
l
ト
が
い
い

か、

避
難
計
画
の
支
援
な
ど
に

あ
た
り
た
い」

と話し
た。


